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◆デジタル化の成功条件 

日本政府がデジタル庁を立ち上げようとしていることからデジタル化に対する関

心が高まっています。デジタル化におけるキーワードはデジタルトランスフォーメー

ション（以下、ＤＸと略記）です。ＤＸのためにはデータと業務のデジタル化が必要

です。データのデジタル化はペーパーレス化と捉えることができます。業務のデジタ

ル化の実例には、顧客訪問による対面での商談をオンライン活用によるリモート商談

に切り替えることなどがあります。データと業務のデジタル化は業務の効率化を促進

します。 

デジタル技術を使った業務の効率化だけがＤＸではなく、本来のＤＸとは事業価値

の向上を目指すための取り組みです。そのためＤＸを含むデジタル化の成功は、２つ

の面から捉えることができます。１つはデータの有効活用です。ＳＮＳの利用拡大な

どからウェブ上で多種多様なデータを収集することが可能になっています。デジタル

化の進展に伴い豊富なデータを使っての様々な分析が進歩しました。 

２つ目が本来のＤＸにとって必要不可欠な事業価値の向上です。データと業務のデ

ジタル化は業務を効率化して、その結果として生み出された時間の余力を新規顧客開

拓や新事業創出に投入することで事業価値を高めることが期待されます。新規顧客開

拓や新事業創出の出発点は、着想や発案による新しいアイディアづくりです。新しい

アイディアを生み出すことができる思考方法を積極的に使うことが必要です。 

 

◆デザイン思考とアート思考 

代表的な思考方法には論理思考、デザイン思考、アート思考の３つがあります。１

つ目の論理思考はロジカル・シンキングとも呼ばれ、日本ではＭＢＡ取得者などを中

心に使われ始めました。論理思考は左脳を中心にした思考方法です。人間の脳は左と

右で異なる役割を担っています。左脳は物事の筋道の整理や要約といった働きを持っ

ています。デジタル化によって収集した多量なデータを使った分析の過程では左脳が

活躍します。一方の右脳には着想や発案などの働きがあります。事業価値の向上のた

めの新しいアイディアづくりでは右脳が中心になります。 

デザイン思考とアート思考は右脳を活用する思考方法です。まずデザイン思考です

が、顧客の潜在ニーズを把握して、そのニーズを充足させることが狙いです。アメリ

カのアイディオがパソコンのマウスを生み出す過程でデザイン思考を使ったことを

きっかけになり幅広く使われるようになっています。アイディオのマウスに続いて、

アップルがスマートフォンを開発する過程でデザイン思考を使いました。それ以外の



商品開発においても活用されており、アメリカのスタンフォード大学でデザイン思考

を普及させるための講座が設けられています。 

アート思考は芸術家のように自由で柔軟な発想で仕事に取り組むことを目指しま

す。デザイン思考でのニーズの定義や試作の過程においては、必然的に左脳を使うこ

とになるため、デザイン思考よりもアート思考の方が右脳を使う程度が大きいことに

なります。 

 

◆アート思考の期待と課題 

デザイン思考は依頼者が存在して、依頼者の期待が出発点になります。依頼者の期

待や顧客のニーズに応えるためにデザイン思考は活用されます。一方、アート思考は

依頼者の期待ではなく、作者が何をつくるかが出発点です。デザイン思考がデザイナ

ーの考え方であるのに対して、アート思考は芸術家の考え方です。アップルの創業者

であるスティーブ・ジョブズは文字のアート、カリグラフィーを学んだことが知られ

ています。アート思考では作者本人の直感が重視され、右脳をフルに活用することで

自由に発想しながら作品をつくることになります。 

アート思考に対する期待の高まりは、日本企業が新事業の創出や商品開発に使う試

みが広がりつつあることから確認できます。パナソニック、丸紅、凸版印刷の試みが

新聞で取り上げられました。アート思考をさらに普及させるには２つの課題がありま

す。１つ目の課題は活用手法の確立です。デザイン思考の活用では、顧客行動の観察

から潜在ニーズを把握すること、試作と検証によってニーズ充足することが、手法と

して確立しています。アート思考の活用は試行錯誤の段階にとどまっています。具体

例には仕事の過程に座禅を組み込むこと、勤務時間の一定割合を自由研究に使うこと

があります。 

２つの目の課題は成功事例づくりです。デザイン思考にはマウスやスマートフォン

など商品開発での成功事例があります。デジタル化を通じた事業価値の向上におい

て、アート思考の成功事例がつくられることによって普及が加速することが期待され

ます。 

 

                                   以上 

 

 

大手コンサルティング会社、大手シンクタンクなどにて教育プランニング、営業、

コンサルティング、講師としてキャリアを積む。講師歴は約３０年で、様々な規模

や業種の民間企業のほか、地方自治体や公的機関・団体、福祉施設などでの

研修実績を豊富に持つ。 

研修スタイルは、経営コンサルティングのノウハウを活かしてグループ討議や

演習を組み込み、一般論にとどまらず、業務での実践に結びつけることを重視

している。研修で使用するオリジナルの演習様式は、長年の経験で培ったノウ

ハウが１ペーパーに凝縮されており、各研修の導入先から定評がある。 
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